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概要 
Oracle Enterprise Repository Import/Export ツールは、Oracle Enterprise Repository のイ
ンスタンス間でアセットおよび関連するメタデータをやり取りできるように設計されてい

ます。 

アーカイブは完全自立型である必要があります。つまり、エクスポートされるすべての項

目を完全に記述するために必要な依存データもすべてエクスポートされます。次のような

依存関係があります。 

• アセット、準拠テンプレート、およびポリシーは種類に依存する 
• アセットの種類、準拠テンプレートの種類、およびポリシーの種類はカテゴリの種
類と関係の種類に依存する 

 
たとえば、1 つのアセットをエクスポートすると、その結果としてアーカイブには、その
アセット、関連するアセットの種類、およびそのアセットの種類が依存するすべてのカテ

ゴリの種類と関係の種類が含まれます。インポートの場合は、アーカイブに含まれるすべ

てのデータがインポート先の Oracle Enterprise Repository インスタンスにインポートさ
れます。同じ名前の項目が存在する場合に発生する衝突は、次のように解決されます。 

• アセット、準拠テンプレート、ポリシー、およびそれぞれの種類の名前は、システ
ム内でユニークである必要があります。インポート先の Oracle Enterprise 
Repository インスタンスにすでに存在する項目と同じ名前の項目がインポートさ
れると、新しい (インポートされた) 項目の名前に「v2」が追加されます。同じ衝
突が発生するたびに、「v3」、「v4」のように項目の新しいバージョンが生成され
ます。インポートされる項目の名前に「Vn」という指定がすでに付加されている場
合は、その名前にさらに「v2」が追加されます。 

 
• インポート先に同じ名前のカテゴリの種類が存在する場合、カテゴリの種類のデー
タがマージされます。インポート元のアーカイブのカテゴリがインポート先のシス

テムに存在しない場合は、既存の (インポート先の) カテゴリの種類に追加されま
す。 

    
• インポート元とインポート先の関係の種類の名前と種類が同じ場合は無視されます。
インポート先のシステムの既存の説明テキストは保持されます。インポート元とイ

ンポート先の関係の種類の名前が同じで種類は異なる場合は、前述のように、イン

ポート先のシステムにインポートするときに、インポート元の関係の種類の名前に

「v2」が追加されます。 
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注意 : Oracle Enterprise Repository インスタンスを Siteminder で保護するようにコンフ
ィグレーションされている、または今後そのようにコンフィグレーションする場合、

Import/Export ツールが正しく機能するには、次の URL を無視する (つまり、保護しない) 
ようにポリシー サーバをコンフィグレーションする必要があります 

 http://appserver.example.com/oer/services/ 
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ツールの起動 

Import/Export ツールは、スタンドアロン クライアントとして実行できます。または、
Oracle Enterprise Repository 内の [Admin] 画面から起動できます。Import/Export ツール
には JDK 1.4.2 以降が必要です。 

Oracle Enterprise Repository からの起動 

[Admin] タブからの起動を有効にするには、新しいプロパティをコンフィグレーションお
よび追加して、[True] に設定する必要があります。 

• cmee.importexport.enabled 
 
 
これで、Oracle Enterprise Repository の Import/Export セクションが有効になります。
Import/Export ツールの特性と、総合バックアップに必要なデータの量により、ツールの使
用は、組み込み管理ユーザなど、[Admin] ロールが割り当てられたユーザに限定されてい
ます。Import/Export ツールを起動するリンクは、[Admin] ロールを持つユーザに対しての
み表示されます。 

• 注意 : 
 Import/Export は REX を利用する完全自立型のツールであるため、Oracle 

Enterprise Repository から起動した後でもう一度ログインする必要があります。 
 

コマンド ラインからの起動 

コマンド パスに JDK (1.4.2 以降) があること、および JAVA_HOME が設定されている
ことを確認します。インストール メディアから impexp/ ディレクトリをコピーし、次の
コマンドを実行します。 

• Win32 プラットフォーム 
 impexp.bat 

 

• Unix/Linux プラットフォーム 
 sh ./impexp.sh 

 プラットフォーム 

プラットフォーム
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最初の起動 

Import/Export ツールを起動すると、Oracle Enterprise Repository の接続情報を入力する
ように求められます。 

 

• [OER URL] 
 Oracle Enterprise Repository インストールへのパス。通常は、システ
ム設定に定義されているサーブレットのパスと同じです。たとえば、

http://appserver.example.com/oer/ です。 
 

• [Username] 

 Oracle Enterprise Repository 内で [Admin] ロールを与えられたユーザの

名前。 

• [Password] 

 上で指定したユーザのパスワード。 

 
Import/Export ツールがジョブ モニタによって自動的に強制終了されるまでの最大実行時
間をミリ秒で設定するには、新しいシステム設定をコンフィグレーションする必要があり

ます。 

• cmee.extframework.impexp.monitor.maxruntime 
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Oracle Enterprise Repository からの項目のエクスポート 
この手順は Oracle Enterprise Repository の [Admin] 画面で行われます。 

1. [Admin] サイドバーで [Import Export] をクリックします。 

2. [Import / Export Client] をクリックします。 

[Import / Export Client] が起動します。 

3. [Export] タブをクリックします。 

 

4. [Select Target File] テキスト ボックスに適切なファイル名を入力するか、[Browse] をクリ
ックしてエクスポートするターゲット ファイルを選択します。 

5. [Select Entities to Export] チェック ボックスを使用して、エクスポートするエンティティ
を指定します。この選択内容によって、これ以降の手順でのエクスポート クライアントの
具体的な動作が決まります。 

6. [Next] をクリックします。 
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手順 5 の選択内容に応じた [Select] ポップアップが表示されます。 

 

7. [Search] を使用するか、[List all] をクリックして [Available] カラムに項目のリストを表示
します。 

8. [<<] ボタンと [>>] ボタンを使用して、[Available] カラムと [Selected] カラムの間で選択
項目を移動します。 

9. [Next] をクリックします。 

手順 5 ([Select Entities to Export]) で複数の項目を選択した場合は、次の [Select] ポ
ップアップで手順 7 と手順 8 を繰り返して、エクスポートする次の項目グループを
選択します。 

10. [Next] をクリックします。 

[Ready to perform export] ポップアップに、エクスポートするファイルのリストが表
示されます。 
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11. [Next] をクリックします。 

進行状況バーにエクスポート処理の状態が示されます。 

注意 : エクスポートする項目のサイズや複雑さの違いが、この処理の速度および進行
状況バーの動作に影響します。 

完了すると、エクスポートの要約が表示されます。 
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Microsoft Windows プラットフォームでは、Windows エクスプローラで、アーカイブ
が保存されたフォルダが開きます (システム パーミッションでアプリケーションか
らシェルを実行できることが前提です)。 
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Oracle Enterprise Repository への項目のインポート 
この手順は Oracle Enterprise Repository の [Admin] 画面で行われます。 

1. [Admin] サイドバーで [Import Export] をクリックします。 

2. [Import / Export Client] をクリックします。 

[Import / Export Client] が起動します。 

3. [Import] タブをクリックします。 

4. [Select file to import] テキスト ボックスに適切なファイル名を入力するか、[Browse] 
をクリックしてインポートするソース ファイルを選択します。 

 

5. [Next] をクリックします。 

[Ready to perform import] ポップアップに、選択したソース ファイルのリストが表示
されます。 

 

6. [Next] をクリックします。 

進行状況バーにインポート処理の状態が示されます。インポートする項目のサイズや

複雑さの違いが、この処理の速度および進行状況バーの動作に影響します。 

完了すると、インポートの要約が表示されます。 
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注意 : サイズの大きいデータ セットをインポートすると、Import/Export ツールの実行時
に、使用可能なメモリの問題が発生することがあります。この問題が発生しないようにす

るには、impexp.jnlp ファイルをローカルで保存します。そのためには、Import/Export ク
ライアントのリンクを右クリックして、コンテキスト メニューの [Save link as...] オプシ
ョンを選択します。インポートされるデータ セットのサイズに合わせてデフォルトの 
max-heap-size を増やすように impexp.jnlp ファイルを編集します。データ セットをイ
ンポートするマシンに使用可能なメモリが十分にある場合は、次のように max-heap-size 
パラメータを高い値に変更します。たとえば、<j2se version="1.6" 
max-heap-size="1024m"/> とします。 
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